                                       大岳山・御岳山ツアー

            （ちーちゃん、お別れ山行 ＆ 大岳御岳ピークを踏まない変な大縦走）        執筆 稲葉、追稿 畠田
（日程）

    １０月１日（日）

（テーマ）                            

  恒例の秋の日帰り山行。コニーとのニューヨークでの新生活を目前に控えたちーちゃんのお別れ山行。そしてニュー

  フェイス、森永くんの歓迎山行。

（参加者）

    畠田さん・羽佐田さん・葉子さん・金指さん（幹事）・ちーちゃん・正子さん・森永くん・賢・稲葉（計９名）

（行程記録）

大岳鍾乳洞 １０：０５ → 馬頭刈尾根陵線 １１時５０分 → 白倉分岐 １２時０５分→ 大岳山荘 １２時４０分 同発 １４時３０分 → ロックガーデン分岐 １５時００分→ 御岳山最短コース経由 → 御岳神社 １５時４５分  １７時１０分の電車で帰る。

１日

９時３０分  JR武蔵五日市集合。今回はFPの試験と重なり、参加者９名と少なかったこともあり、遅刻者なし。（中央

線絡みに弱い某氏も徳本峠以来心を入れ替えたらしく本当に珍しく遅刻なし。） 予約しておいたタクシー３台に分乗し、大岳鍾乳洞へ。（武蔵五日市は個人的には２０年ぶりに来たのだが、「こんな開けていたかな？」と思うほど、モダンになってしまっており、ちょっとビックリした。また、登山客をターゲットとしたタクシーが豊富に客待ちしていたのも意外であり、幹事の金指姉も「予約の必要なかったかなぁ。」とちょっと後悔の様子。） ＜ 前回浅間嶺は、バス満員・タクシー掴まらずの経験もあり、団体の場合は必ず予約は必要。ぼくが強くキンちゃんにお願いした＞  

１０時００分 大岳鍾乳洞着。鍾乳洞見学者を募るも有料と聞いて全員回避。曇天の中、舗装道→砂利道→登山道と進め

る。大岳沢林道は沢沿いのとても雰囲気のある、良く整備されたコースであった。（とても気持ちが良い。）残念ながら紅葉にはまだまだという感じであったが、ピーク時には更にすばらしいルートとなると思われた。馬頭刈尾根（「まずかりおね」って読むんですね。この時は「ばとうかりおね」だと思ってましたが＜ぼくは、ウマアタマカリビコン、と思っていた。また、賢はトクホン以来、少しでも疑義のある地名は一切口にださないことにした＞口に出さなかったので恥をかかずに済みました。）に出るルートとしては比較的マイナーなこともあってか、我々のほかに登山者はおらず、静かに登り進めた。雨天の翌日ということもあり途中何度か蛙に出くわす。途中から沢を離れ九十九折りの急登になる。沢の水音が少しずつ小さくなると、足音以外の音は聞こえなくなった。（こういう瞬間は「山に来たなぁ」と思うのだ。）今日はまっちゃんとヤヤが不参加なので、俗世の話題からは隔絶され、畠田さんの放屁音以外の雑音はなく、（この時はまだ）マインドが高いなと思っていた。途中の小休止で何回か写真を撮る機会があったが、ここで活躍したのがニューフェイス森永君のデジカメ。「当会もいよいよIT化が進んできたなぁ。」と畠田座長。当会初のデジカメ登場に、皆ものめずらしく思ったのか、撮影の度に画像を確認すべく人垣が出来る。（とは言っても、きっとあと何回かすると、某氏の車同様、「本人より役に立つ」とか言われてしまうのが当会の良いところ！？）＜なかには、ムービーと間違えてカメラの前で動き回る人もいた！ また森永くんは一眼レフやレンジファインダーカメラ等の旧式にもなかなか造詣が深く、国ぼうの良き理解者となろう＞

１１時５０分 馬頭刈尾根陵線に出たところで小休止。１，０００ｍ強の地点であるが、ガスっており（と言うより雲の

中）景色は見えず。緩い風が西側の斜面から上がってくると汗が冷える。緩やかな熊笹の尾根道を再び登り始める。

１２時０５分 白倉分岐通過。時折木々の間から視界が開けるが、ガスっており尾根道から外れるとホワイトアウト状態

である。（ちなみに「ホワイトアウト」とは雪山でガスって真っ白になり雪面と空の区別がつかなくなっている状態をいう。（徳本峠山行記録参照）になるとリングワンデリング（輪状彷徨…新田次郎の世界ではこんな言葉遣いをしてましたよ。）をしてしまうので、風が吹いてガスが晴れるまで動かない方がよいと言われている。）途中から稜線を外れ、道が下り出した。「あれれぇ、これ下ってるけどいいのかなぁ。」地図で確認する。大岳山荘へのルートは確かに下っており、大岳のピークは踏まないことが判明。皆、尾根に出たころから空腹気味だったため、大岳山荘へと足を進める。

１２時４０分 大岳山荘着。鬱蒼とした山小屋である。ヘリポートが展望台になっており、木のテーブルと丸太のイスが

置いてあったのでここで昼食に。「きっとこんな景色が見えるはず。」とか言いながら、真っ白いガスに向かって指差す。泡で乾杯。晴れていなくとも、やはり山で飲む泡は旨い＜そんなことはない！ どこで飲んでも泡はうまい！＞景色が見えなかったこともあり、だらだらと他愛の無い話をしながら酒が進む。ワイン２本があっと言う間に空いてしまった。つまみが豊富だったことが原因か？ヤヤの差し入れの乾きものを正子さんのプリムスで炙っていたが、（今後のＥＰＩ派の勢力はどうなることやら）森永君が持ってきていたサラミを「これ炙って食うと旨いぞ」と言って畠田さんが炙って食う＜これは大発見で、完全にカルビ焼き肉の味＞賢がつづき「うまい！」と感嘆の声をもらすので僕も食べようと思ったが、森永君のサラミは既に売り切れ。残念と思っていたところ、「おう、俺サラミ持っとったわ！」といって畠田さんがおつまみ用のミニサラミを出してくれた。ラッキーと思い、炙り始めるが、「これなぁ、うちの食料庫からではなくタンスから発見されたんだ。何年か前に山に持っていってヤッケに入れといたの忘れててな…」「うわぁ、これカビで真っ白じゃない。」僕の炙っていた奴は白くなっていなかったので「炙れば大丈夫、大丈夫！」と言って食ってみたが、「うわっ、苦っ！」。もちろん駄目だった。食ってしまった僕も僕だが、畠田さんは非常食になるとでも思って持ってきたのだろうか？？？＜いやあ、確かにひどかったなぁ。君に同情するよ全く＞

１４時３０分 こんな時間になってしまった、という感じで、再出発。誰かが地図のコピーを見て「ピークまでは１０分

」と言ったのか記憶が定かではないが、「やっぱり大岳のピークを踏もう！」ということになり、登り出した。社の横まで（２分ぐらい）登ってみて、とても１０分ではたどり着けなそうだ。そこへピークの方から単独行のおじさんが降りてきた。賢が「頂上まで何分ぐらいですか？」と聞くと「そうさねぇ。オレが降りてきたので２０分くらいだから、往復で１時間ぐらいじゃねえか？」との返答。「時間が厳しいので大岳は止めましょう。」ということになり、御岳方面へ足を進めた。やはり昼が長すぎたか。（以下、畠田さん談：なお、大岳山荘から大岳山登頂を試み、断念したが、今地図をよく見てみると、登り４０分、下り２０分とある。あの、おっさんが、１時間くらいかかろう、と言っていたのは、まんざらウソでもない。これは、止めてよかった。この登り４０分はかなりきつそうで、酒飲んでの登行はむしろ危険でもあった。（心臓麻痺の可能性あり）ちなみに、地図の折れ目が、ちょうどこのタイムのところに来ており、誰か１０分とある、言った発言もあったが、これは４０の４の部分の左がつぶれているからだ。やっぱり、山はこういう所にもリスクがあり、本当に慎重で、真摯な対応が求められる。こんなハイキングでも、リスクをはらむ、実にチャラクないスポーツだぜ。）
１５時００分 ロックガーデン分岐通過。この辺は下りが続いたが、しばらくすると杉の巨木が林立し始めた。時間的に

厳しいことから、ロックガーデン（御岳岩石園）、奥の院も放棄し、我々は御岳までの最短コースをたどることになり、もはやこのコースの見所となるところは御岳神社ぐらいになった。ロックガーデンからのルートが再び合流するポイントに一際大きな杉の巨木が立っていた。地面から３ｍほどのところに１ｍほどの変わった形の枝が出ていた。これが「天狗の腰掛け」らしい。長尾平で最後の小休止。ここでの話題は「ちーちゃん、これが日本の山の歩き納めやねぇ。もう２度とぼくらと山行くことはないだろうね。ガッハッハ。」「そんなことないですよぉ。また戻ってくるんですから、そんな一生帰って来ないみたいなこと言わないでくださいよぉ。」「おまえら戻ってくるころはこの会もう無いかもしれんぞ。ハッハッハ。」「だめですよぉ。ちゃんと戻ってきたら、“お帰り山行”やってもらいますから。」と今日１０回目ぐらいのこの会話。続いて「藤さんの“還暦山行”もやらなきゃいけんしなぁ。赤いチャンチャンコ着せて登ってもらわんとなあ。」と畠田さん。当会の山行ネタは当分絶えることはなさそうである。ちょうど話題の切れ目で賢の携帯が鳴った。鳴った瞬間、誰もがそう直感したにちがいない。ヤヤからである。

ＦＰ＜Funny Primitive＞のために当会の山行皆勤記録を止めてしまった試験の出来は…（本人に聞いてください。やっぱり山にくればよかったかな？？？）＜逃げたらいけん、負けるとわかった試合にも全力で臨むもんだ男は！！

 ヤヤは、えらかった、     でもヤヤは、女なので来てもよかった＞

１５時４５分 御岳神社（御岳山ピーク）着。今日の山行の無事を感謝、これからの山行の無事とコニー＆ちーの幸せな新生活を祈って、参道→旅館街を抜け（ちょっと迷ったが森永君と賢が若いフットワークを生かしルートを発見した。）、ケーブルカーの駅へ。ＪＲ御嶽駅には１７時００分着。駅前居酒屋は開店せず、１７時１０分の快速で帰京。

（トピックス）

· 国見さん、まっちゃん、ヤヤ、さゆりさんがＦＰ試験、藤さんとＱさん＜最初エントリーしていて２人同時にキャンセルが入った！！＞足取りの臭いゴルフと、当会にしてはめずらしく欠席者が多かった。

· ニューフェイスの森永君のデジカメは本人より役立つことが分かった。（もう言っとるやんけ！）

· 前文訂正。森永君のデジカメは当会に新しい時代の到来を告げた。（ちょっと遅いが…）その証拠にハイテクに弱い賢はいつものとおり「これ、スッゲーッ！」を連発し、デジカメの映像に見入っていた。

· 武蔵五日市のタクシーは豊富な台数を有しており、連休等でなければ予約は不要？ → だから、そんなことないっちゅうのに。 備えあれば憂いなし。

· 大岳山のピークは止めてよかった。やはりルート確認はリーダー頼みでなく、事前に各自でも行なっておくこと。

· 川口家の酒のつまみレシピその１。プリングルズ（ポテトチップス）にフィラデルフィア（クリームチーズ）をディップすると旨い。ワインに合う。

· 個人的なことだが、山行の度に部屋に忘れられ、なかなか日の目を見なかった僕のスノーピークのフォークとスプーン（チタン製）。今回はちゃんと山に連れていってあげられたけれど、帰ってきて間違えて燃えないごみに紛れて捨てられてしまった。（もちろん僕が紛らしてしまったのだが…。やはり縁がなかったのか…。）ギャハハハハー！
（山の豆知識）

· 登行中は、飲み過ぎには注意しよう。時間を忘れて飲んでいると帰れなくなる。新標語「山は逃げない。が、電車は逃げる」 → うまいっ！！

· 登行中は、飲み過ぎには注意しよう。酒飲んでからのピーク登行は危険。（心臓麻痺の可能性あり。ま、あたりまえのことか。）→ トクニ カンレキ 近シ ドウシ在リシ登行ニオイテハ、 コトノホカ チュウイ ヲ 要ス！！
· 地図の折り目部分は要注意。表示確認は普通の個所より慎重に。重なったり、ちぎれたりして字がつぶれたり消え

  たりしていることがある。

（総括）

    前半の大岳沢林道は静かでさわやかなルートだった。（幹事の金指姉のセンスが光る）日本の山としばしお別れのち

ーちゃんの思い出になっていることを祈る。お昼はちょっとゆっくり過ぎた感あり。「大岳御岳ピークを踏まない大縦走」となってしまったのはこれが主因。雨に降られなかったが、その分雲が立ち込めてしまい、眺望が全く得られなかったのもピークへのモチベーション低下に繋がったか？しかしながら全体的には杉の巨木に象徴される奥多摩の大自然を満喫しながらのハイクであり、ピークを踏まずとも、自然の中に身をおくだけで、精神が開放されることを再認識することができた。 キンちゃん幹事ご苦労さん、ワイン持参の方、ヤヤのテルテル坊主付きおつまみ差入れ、ありがとう。                                                                 おしまい

